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荒木講師逼信

（昭干Ull年UJJ立U1:1 Baltimoreヨリ段fa)

前略と Lの互三三三といふ人は米幽脳外科事界でも特殊友存在で Ventriculographyを始めと

してこの人の信Jj意に友る面白い手術が随分津山あり，それに手術の手際（とれはクツシンク流と

は非常に違ふと思ひます）も非常に鮮かですが，どうも人格的に扶陥のある人らしく，米園で

i土孤立の航態にあり，他所の脳外科愚者一般から非常に嫌はれてゐるやうです。本人はとれは

自分が偉いので他の奴が嫉妬するの？ごと，卒気友ものですが，必十しもそうではなく，我々如

き外園の線行者に封しでも， クツシングやその弟子遠の随分ひどい悪口を放言したり又他の撃

者の所設をうけ入れるのに非常に頑迷だったりしますので皆に悪く忠はれるのでせう。

然し脳外科筆者としては偉い人でこの人の論交の別刷集といふのが同書館l亡るりますので見

ますと今日j与に町著として護表された論交が千三，四百頁もるり仲々い L仕事をしてゐます。

との人のやり方は軍に手術を見るだけでは充分に理解出来ませんので，固書館で上記の別刷集

を読んで、見ました。手術を見る片手間ですので主なものを皆読むのに 1ヶ月あまりか Lりまし

たが，これでこの人のやる事，考へてゐる事が賂完全に了解出来たと思ってゐます。言葉が不

充分で、細かいiT聞が出来す勺叉向ふでやってくれる説明が完全に聞きとれませんので，どうし

でもその人が従来設表した論文をよむ他に，理解を充分ならしめる方法はるりません。

今後はとの方法で行きたいと思ひ目下クツシングの論之を国書館で読んでゐます。との園書

館（WilliamWelch’s medical Library）は病院丹すぐ傍にあり吾々に封しても本や雑誌の貸出し

を自由にして〈れますので，非常に助かります。今私は米園滞在中に従来米閣で護表された主

友脳外科の論乞を皆読破したいと護心して一生懸命に読んでゐます。無論手術の見撃が第ーで

すからその飴眼にやってゐるのです。

ダンデーは旋行共他で時々休みますし，叉8,9月は子術の砂主主い月だそうで，思った程多数の

手術を見るととが出来ないのは残念で、あります。もうとの土地へ来て殆んど 2ヶ月になります

ので，芝と三三のやり J.jについて詳細友御報告をしたいのですが，ぷだ互三三三濁特の手術で、

見てゐ友いものが少くありませんので，もう 1ヶ月見謬の上御報告します。今度は紐育からの

報告と違って，交献をよく讃みましたので，より墜術的な，誰に示しでも恥し〈友い御報告が

出来ると思って居ります。中田教授の話に聞いた芝三三このやり方と，貫際のやり方及び論丈

K書いてゐるやり方乃至考へとは多少違ひます。 1ヶ月位唯見事しでもその人の真相がわから

友い事をとれで痛感しました。どうしても共人の論文を読まなければ駄目だと痛感しました。

ζの様に手術を見る他に論文を読むといふ事にすれば 1ケ所に2,3ヶ月も居れば、先づ正しい理

解に達する事が出来ると忠ひますので， よく人の云ふ「あまりあちこち動き廻らえ主いで， Iケ所

ICち、っとして育分に見接した方がよい』といふ風にし左くてもよい，それよりも多くの人の違
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ったやり方を数多く 見皐する方が得策の様に思って居ります。

ダンヂーの所には目下京大青山外科の近藤君（次繁博一！；の息）が一緒に肢ますのでJ人で仲よ

く勉強してゐ支す。日本人が 2人も予kてノ・k＜見墜するといふがi例はたかったものと見え，ダン

デー非常に得意ε，非常に焼切に敬へてくれます。との土地には10月米迄滞在の簸定に致して

居りますa それからフイラデルブイアで 1ヶ月位グラントの手術を見？といと思ひます。グラン

トは先月死亡したフレヂアの後継者で，との人の名古~iは私日本に ｝，•i る時から知ってゐました。

こちらに参 IJましてからわかったのですが米闘の脳外科のi:流は矢張りクツシング流で，現在

米国の市j1経外科醤のた部分はそのあ子でありますが， クツシング流以外に，ニユウヨークのヱ

ルスバーグ，フイラデル 7 イアのフレジアの系統があり，それにと Lのダンデー（との人はや

はりもとはクツシングの弟子ですが現在は全くクツシングから離れた問自の立場にあります。

寧ろクツシングの正反封の広場の様です）といふのが主左分野であります。メイヨーのアドソ

ンはフレジアの弟子であります。従って私は乙の 4つの流i義を充分に理解したいと思ってゐま

す。

クツシングは Endarteriitis obliteransで歩行が不充ー分ですので自ら手術がやれませんから，

クツシングのやり方はクツ シングの最も長い間の助手であって目下その後繕者としてボストン

の教授を してゐるホラックスのとと るで見られると思ひ，私はそと右足も多く の時間(12月から

明年4月迄位）；を費したいと思ひます。それからニユ｛へプンへ行ってクツシングに舎って色々

の疑問を質し且つしエ」ウヘブン・ホスピタル1の脳手術を 2ヶ月位見撃したL、と橡定してゐま

す。ニユウヘプンではクツシング自ら子術はしませんが，手術の指陥lや！正式首はしてゐるゃうで

すから。

私が日本を設つ1・：1¥iiこ英語の舎話を教はったしヱンデェア1の老人が＝ユウヘプンでクツシング

IL舎って私の事を停へま したら， クツシングが是非来るやうに， 1.Yってゐるからと云ったそう

ですが，右様の次第で三之とと ＇！.＿の所は最後にした方がよいと汚へてゐます（その頃は言葉が

もっと上手に主主つてゐませうから充分な質問も出来るでせうし，向ふの説明もよくわかるでせ

う）。

とにかく私は臨床一知張りで，今迄あまりにおくれて仕舞った日イ（i/)ljj¥j'I卜刊を何とか米国：.lli

lζやれる所迄ひき上げたL、と一意念願して精進をつ rけてゐます。勉強してゐる中に段々自分

の脳外科IC封する眼が聞けて〈る様な気がして愉快に嘩へません。私は少しも努力して勉強し

てはゐません。面白くて嘩らた〈て勉強してゐます。面白くてやる勉強で身障を践す乙とはた

いと信じてゐます。私はとの機舎に米聞にやって戴いた事を深〈深く感謝致してゐます。今＊

てよかったといつも感じてゐます。日本の醤墜界が脳外科に理解のないととは遺憾ですけれど

も，それももとはと云へi工作f'¥)}l者のその方耐への切力の足りたかった結果で，他人を恨むわけ

にはnかえEいとj目、ひます。
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米国の脳外科を見れば心が躍ります。どうか私師朝しましたら，何んとかして飯が食へて脳外

科に専心出来るやうにと願ってゐます。脚朝してから飯が食へるかどうかといふ事が一寸気懸

りですけれども何んとかして脳外科の鵡に諜したいと念じてゐます。

今の調子で行けば明年6月迄に米閣の脳外科を略充分にのみ込めるだらうと思ひます。それ

から肱洲へ行き，：I: として巴皐の11~9ト利を見製し暮に師朝致したいと考へてゐます。後略


